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量子コンピュータとスーパーコンピュータ（HPC）を連携するための量子・HPC連携システムソフトウェアを研
究開発し、これを用いてこれまでのスパコンのみでは困難だった領域の計算を可能とする量子・スパコン連携
プラットフォームを構築する。既存のスパコンのみの計算に対し量子・HPC連携アプリの優位性を実証するとと
もに、この計算プラットフォームで実行される量子・HPC連携ソフトウェアをポスト5G時代のネットワークで提供
されるサービスとして展開する技術を開発する。

ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発

１．開発目的
• 量子コンピュータは、従来のコンピュータと全く異なる原理で動作し、情報処理速度の劇的な高速
化が期待されるが、現時点では、規模拡大と計算結果の誤り訂正の両立が困難であり、量子コ
ンピュータ単独での実用化には時間を要する見込み。

• 一方で、デジタル化の進展により、情報処理能力の向上が急務であり、量子コンピュータの活用
がいち早く求められているところ、古典コンピュータを組み合わせて活用することが有望視されている。

• 本事業では、世界に先駆けて、量子コンピュータとスパコンを連携利用するためのソフトウェアやプ
ラットフォーム、アプリケーションを開発・構築し、ポスト5G時代で提供されるサービスとして展開する
技術としての有効性を実証していく。

２．開発内容
• 量子・HPC連携ソフトウェア：スパコンと量子コンピュータを連携させ、最適な計算資源をシーム
レスかつ効率的に利用するためのシステムソフトウェアを開発。

• モジュール型量子ソフトウェアライブラリ：アプリ分野に合わせたモジュール型のソフトウエアを整備、
量子コンピュータの特性に合わせたエラー緩和処理、回路最適化処理を実現する上位ソフトウェア
ライブラリを開発。モジュールとして組み合わせることで高度な量子アプリケーションを開発可能とする。

• 量子・スパコン連携PFのクラウド化技術：事業展開を見据えて、量子アプリケーションの利用を
支援するクラウド基盤ソフトウェアを開発。

３．構築する量子・スパコン連携プラットフォームの構成
• 理研・計算科学研究センター（神戸）及び（和光）に特性の異なる2種類の量子コンピュータ
を整備。これらと富岳、及び東大・阪大スパコンと連携したプラットフォームを構築。

量子・スパコン連携プラットフォーム

量子計算ミュレータ
（高性能GPUシステム）

大規模シミュレータ
（スパコン・富岳） 超伝導型量子

コンピュータ

イオントラッ
プ型量子コン
ピュータ

量子計算シミュレータ 量子コンピュータ

量子コンピュータ・量子計算シミュレータ

スパコン(富岳）
PC/サーバー

高性能
GPUシ
ステム

スーパーコンピュータ

古典コンピュータ

遠隔手続き呼び出し
連携スケジューラ
量子HPCプログラミ

ング環境
量子・スパコン連携
クラウド化技術

量子・HPC連携
システムソフト
ウェア

モジュール型量子計算
ソフトウエアライブラリ
量子HPC連携プログラム最
適化技術（エラー緩和、

回路最適化）

◆2026年度に量子・スパコン連携プラット
フォームを運用開始し、それを用いて量
子・ HPC連携アプリケーションの有効性
の実証に取り組む

◆2028年度下期、量子・スパコン連携プラッ
トフォームのプレリリースを計画
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